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は じめに

　マ ッ デンージ ュ リア ン振動 （MJO ）と して知 られ

て い る熱帯季節内振動は，日本を含む中高緯度域

の大気に も大き な影響を与え るため ，その予測可

能性を正 しく評価す る こ とは重要 であ る．しか し，

現在の気象庁ア ン サン ブル数値予 報で用 い られ て

い る初期摂動は ， 熱帯域での発散風に対して 解析

誤差を上回る大きな振幅を持つ ために，M1O の 予

測可能性を評価す る の には不適切で あ る．

　そこ で，MJO に適 した初期摂動を作成 し ， 気象

庁現業数値予報モ デル を用い て ア ンサン ブル 数値

実験を実施 し，MJO の 予測可能性を評価す る こ と

を目的に ，京都大学防災研究所 と気象庁地球環境 ・

海洋部 との 共同研究が実施されて い る．こ こ では，

こ の研究成果 の
一
部 として，現業で 使用され て い

る BGM 法に基づ く摂動サ イ クルを 改良する こ と

に よ っ て得られた ，MJO に適 した初期摂動の 特徴

に つ い て報告する．

結果

　気象庁現業で用い られて い る初期摂動作成法を

以 下の 様に 変更 した．（1）熱帯域の 20°S〜20°N に

お ける 200hPa 水平風に伴 う運動エ ネルギーノルム

を用い て摂動を規格化す る．（2）規格化す る際に，

緯度 20 度よ り極側の 全気象要素の 値 を Gaussian

でゼ ロ に減衰させ る．（3）各摂動サ イ クル におけ る

モ デル 積分時間を，現業 と同 じ 12 時間だけ で は

な く，24 時間に して摂動を求める．こ の よ うに 改

良された摂動サイ クルを ， 2003 年 10 月 15 日か ら

2004年 1月 31 日まで，現業の予 報解析シス テム

を用 い て 実行 し，毎 日の摂動を求め た．

　作成された新 しい 摂動の 振幅の 大きさは ， 現業

の 摂動の lf5’− 1／6程度に 抑え られ，熱帯域で解析

誤 差 よ りも大 き くな る とい う現業用摂動の 問 題点

は解決された．また 、 異な っ た初期摂動か ら開始

した摂動サイ クル で求 め られ る 2 つ の 摂動を 比較

した結果 ， 各摂動サイ クル の積分時間が 24 時間の

場合に は ，両者の 摂動 に伴 う速度ポテ ン シ ャ ル の

水平パ ターンが〜致する傾向にある こ とが示 され

た．こ の 特徴は ，両者 で周期 15 円
〜20 日を持つ

東進性の 東西波数 1 成分が卓越する とい う，時空

間ス ペ ク トル解析の 結果 とも
一

致する （図 lc
，
　d）．

一一一
方，積分時間が 12時間の場合に は ， 両者の水平

パ ターン の アノ マ リー相関は有意で はな く， 時空

間ス ペ ク トル ピークの位置 も両者で異なる （図 ia，
b）．こ の こ とは，MJO に付随する不安定モ

ー ドが ，

い わゆ る対流モ ー ドよ りも大きな振幅を持 つ ため

には，24 時間の 積分サイクルが必要で ある こ とを

示 して い る．しかし，こ の MJO に伴 う不安定モ ー

ドの 成長率は，中高緯度に おける傾圧不安定モ ー

ドに比べ ，極めて小さ い （図 2）．
一

方，MJO の 対

流活発域で ，摂動に伴 う対流圏中層の 上昇流の 振

幅が大き くな る傾 向が見られ た．得られた摂動は、

傾圧 的な鉛直構造を持ち，下降流域で比湿は負（解

析値 よ りも乾燥傾向）と なる こ と も示 され た．

　今後は ，
こ の初期摂動を用 い て ， 現業の予報解

析シ ス テ ム で多数の ア ンサン ブル 予報実験を行い ，

MJO の 予測可能性を評価する予定 である，
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、図 1．摂動に 伴 う 200hPa 速度ポテ ン シ ャル変動 （10

°S
〜10°N ）の時空間 ス ペ ク トル．（a）積分時間 12 時間，第

1摂動，（b）積分時間 12時間，第 2 摂動，（c）積分時間

24時間，第 1 摂動，（d）積分時間 24 時間，第 2 摂動．
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図 2．摂動の 成長率 （1！day）の 変動．実線 （
一

点鎖線）は

第 1（第 2）摂動，横軸 に 平行な点線は第 1摂動 の 成長率

の 平均値 （リアプノ ブ指数）、
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